
サステナビリティ＆インパクトレポート 2015–2025 

 
ローゼル（ハイビスカス）の収穫。 

このレポートは、単年の記録ではありません。 

これは、Roselle Stones Khmer（ローゼル・ストーンズ・クメール）社が、カンボジア各地の農家や
学校、生産者、そして地域コミュニティとともに歩んできた10年間の物語です。 

本レポートは2015年から2025年までの期間を対象とし、当社の3つのブランド——Demeter 
Herbal Tea（デメテル ハーブティー）、Craft Cam Cola（クラフト・カム・コーラ）、Blue Butterfly（ブ
ルー・バタフライ）——を通じた社会的・経済的・環境的インパクトについてご紹介します。お客
様、パートナー団体、投資家の皆様、その他、カンボジアの小さな社会的企業がどのように共通
の価値を生み出しているかを知りたいすべての方に向けて作成しました。 

報告対象範囲とデータの出典については、巻末の「方法論について」をご参照ください。 
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創業者からのメッセージ 

 
西口三千恵（Michie Nishiguchi）と、長年のパートナーである生産者の女性。 

私が初めてカンボジアを訪れたのは2008年、国際開発の仕事に従事するためでした。その後7
年間、カンボジアの復興と発展を支える地域コミュニティや現地団体、開発実務者の方々と共に
働く機会に恵まれました。 

その年月の中で、多くのことを学びました。インフラ整備や地域開発への投資が、人々の暮らしを
大きく改善できることを実感する一方で、外部からの資金や決められた期限に依存するプロジェ
クトの限界も目の当たりにしました。そして、もっと違う形で、地域社会とともに、長い時間をかけ
て育っていけるような関わり方があるのではないか、と考えるようになりました。 

その問いが、最終的に私をカンボジアのハーブへと導きました。 

農家の方々や、伝統的なクメールの薬草療法に携わる方々、そして地域の人々との対話を通じ
て、見過ごされがちな豊かな知識と、有用な植物の数々に出会いました。また、すでに持ってい
る技術や資源を活かして収入を得る機会を求めている人々にも出会いました。 

2015年、Roselle Stones Khmerは、「すでにあるものを活かして、機会を生み出す」というシンプ
ルな考えのもとに設立されました。 

私たちは、複雑な技術や高価な設備を導入するのではなく、地域で手に入る原材料と、天日干し
のようなシンプルな加工方法を選びました。この方法であれば、農家や女性グループ、学校、地
域コミュニティが、すでに持っている資源と知識を活かして参加することができます。 

年月を経て、私たちの活動はハーブティの生産を超えて広がってきました。新しい製品を開発し、
パートナーシップを広げ、学校や地域コミュニティとの関わりを深めてきました。それでも、私たち
の根本にある考え方は変わりません。 

私たちは、持続可能性とは、すでにそこにある価値、地域の原材料、伝統的な知識、地域コミュ
ニティとの関係、そして一人ひとりの人々の努力を見つけ、敬うことから始まると信じています。 
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このレポートは、そうした歩みの物語の一部をお伝えするものです。これはRoselle Stones 
Khmerだけの仕事ではなく、私たちとともに歩んでくださった農家の方々、生産者、学校、スタッ
フ、そして地域コミュニティの皆様の貢献の記録でもあります。 

すべての方々に、心からの感謝を申し上げます。 

 

西口 三千恵（Michie Nishiguchi） 

創業者兼マネージングディレクター 

Roselle Stones Khmer Co., Ltd. 

現在、Roselle Stones Khmerは小さなリーダーシップチームによって運営され、外部のアドバイ
ザリーネットワークの支援を受けています。これにより、農家や学校、生産者に関わる決定が、特
定の個人に依存せず、責任とともに継続性をもって行われる体制を整えています。 
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第1章：私たちについて 

Roselle Stones Khmerは、2015年に設立されたカンボジアの社会的企業です。 

カンボジア産の原材料を使ったハーブティーやボタニカル飲料の生産を通じて、一方的な支援で
はなく、雇用と経済的な参加によってカンボジアの発展に貢献することを目指しています。 

私たちの活動は、ひとつのシンプルな信念に基づいています。地域コミュニティには、すでに価値
ある資源、知識、技術があるということです。これらの資産を市場機会と結びつけることで、カン
ボジア独自の植物文化の豊かさを世界と共有しながら、持続可能な生計を生み出すことができ
ると考えています。 

私たちのビジョン 

地域コミュニティに根ざした産業と雇用を創出することでカンボジアの発展に貢献し、世界中の
人々に健康、楽しみ、そして心地よさをもたらす製品を届けること。 

私たちのミッション 

1.​ カンボジア産の原材料を使い、その自然な特性を保ちながら、お客様に喜びをもたらす
製品をつくること。 

2.​ 農家、学校、生産者、スタッフが、意義のある仕事を通じて自信を育み、機会を広げられ
るよう支援すること。 

3.​ 学校ハーブ園プログラムや、その他の地域に根ざした活動を通じて、社会的な発展に貢
献すること。 

この10年間で、私たちのミッションは次のような形に育ってきました。4つの州にわたる15件の農
家・生産者グループとのパートナーシップ、約3,000人の生徒が学ぶ11校の参加校、3名のスタッ
フからなるチーム、そしてカンボジア・香港・日本における約80の販売・オンラインチャネルです。 

マテリアリティ：持続可能なインパクトのための重要課×  

2015年から2025年までの10年間の歩みを振り返り、Roselle Stones Khmerは、私たちにとって
特に重要な4つの優先課題「マテリアリティ」を特定しました。これらは、農家、学校のパートナー、
地域コミュニティの皆様との継続的な対話を通じて形になったものです。 

1.​ 地域コミュニティの力を育み、誰もが参加できる成長を実現する：小規模農家や女性農業
グループにとって、公正で安定した収入機会を広げ、一方的な支援に代わる経済的な参
加を実現すること。 

2.​ 教育的インパクトを深める：学校ハーブ園プログラムを通じて、次世代の環境への関心や
好奇心を育み、伝統的なクメールの植物知識を継承すること。 

3.​ 循環性を高め、廃棄物を減らす：農産物の副産物や十分に活用されていない資源のアッ
プサイクルを推進し、強くて資源効率の高い事業モデルを築くこと。 

4.​ サプライチェーンの透明性を高める：生産者から消費者までのトレーサビリティとデータ収
集を強化し、相互の信頼に基づく長期的かつ倫理的な調達を実現すること。 
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私たちのブランド 

Demeter Herbal Tea（デメテル ハーバルティー） 

 
Demeter Herbal Teaの代表的なブレンド。それぞれがカンボジア産の植物に根ざしている。 

カンボジアの植物と、日々のウェルビーイングに根ざしたハーブティーブランドです。農家や女性
グループ、学校と協力して原材料を調達しながら、カンボジアの自然資源と伝統的な知識の価値
を伝えています。2015年に立ち上げられたDemeter Herbal Teaは、現在80の小売店、ホテル、
スパ、レストラン・カフェで取り扱われています。 
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Craft Cam Cola（クラフト・カム・コーラ） 

 
Craft Cam Cola オリジナルフレーバー。 

廃棄物を減らし、地域で調達した原材料の活用を増やすために生まれたクラフトコーラブランドで
す。もともとは、ハーブティの製造過程で生じる細かいハーブの粒を活用する方法として開発され
ましたが、同時にカンボジアの植物を新しい層のお客様に紹介する役割も担っています。2023年
に立ち上げられたCraft Cam Colaは、現在20の小売店、レストラン・カフェで取り扱われていま
す。 
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Blue Butterfly（ブルー・バタフライ） 

 
Blue Butterfly——Cambodian Bounty Projectが生み出した、色が変わるお茶。 

カンボジアの植物の美しさからインスピレーションを得た、プレミアムギフトコレクションです。バタ
フライピー（蝶豆）の花が持つ鮮やかな色変化を中心に、好奇心や創造性、そして自然の不思議
さを大切にしています。2019年に立ち上げられたBlue Butterflyは、Cambodian Bounty Project
の一部であり、現在5つの小売店で取り扱われています。 

Blue Butterflyは、参加校から適正な価格でハーブを買い取ることに加えて、その売上の一部を
学校ハーブ園プログラムの参加校へ還元することを掲げて生まれた製品です。これは決まった
割合や時期によるものではなく、必要が生じた際に、必要なところへ向けられる支援です。  

※3つのブランドはすべて、同じ80の小売・オンラインチャネルのネットワークを通じて販売されています。そのう
ち、Craft Cam ColaとBlue Butterflyは、それぞれ20店舗・5店舗でも取り扱われています。 
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第2章：すでにあるものとともに育つ 

多くの開発プロジェクトは、「何が足りないか」を問うことから始まります。 

Roselle Stones Khmerでは、私たちはしばしば、違う問いから始めます。 

「すでに何があるか」という問いです。 

カンボジア各地では、家庭の庭や学校の敷地、小さな農場で有用な植物が育っています。数々
の歴史的な困難を経てきた中でも、農業や植物利用の知識は、家族や地域コミュニティを通じて
受け継がれ続けています。伝統的なハーブ医療は、今も地域文化の一部として残っています。農
家や家族は、天日干しのようなシンプルな技術を、手元にある資源を使って実践し続けていま
す。 

私たちは、こうしたすでにある資産を置き換えるのではなく、それを土台にして発展させることを
目指しています。 

この考え方は、私たちの活動のすべての部分に通底しています。 

どの原材料を仕入れるかにも、農家や女性グループとのパートナーシップの築き方にも、そして
学校ハーブ園プログラムや伝統的なクメールの薬草知識を守る取り組みにも、この考え方が反
映されています。 

また、私たちが持続可能性をどう捉えるかにも、この考え方は影響しています。 

私たちにとって、持続可能性とは環境への影響を減らすことだけではありません。人々が現実的
に参加し、長く続けていけるような仕組みをつくることでもあります。 

だからこそ、私たちは地域で手に入る原材料、取り組みやすい生産方法、そして長期的な地域コ
ミュニティとの関係を大切にしています。 

家庭の庭でハーブを育てる農家であっても、ハーブや有用な植物を育てる学校であっても、カン
ボジアの太陽の下でハーブを乾燥させる生産者であっても、私たちは、すでにある資源から意味
のある機会が生まれると信じています。 

私たちの役割は、新しい資源を生み出すことではありません。 

その価値を見出し、新たな可能性へとつなげ、それが育ち続けるのを支えることです。 
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第3章：– ÷ の原Á ‹ þ共’ される機�  

私たちが使う原材料は、単なる原料ではありません。 

そのひとつひとつが、カンボジアのどこかの農家、家族、地域コミュニティ、伝統、そして風景との
つながりを表しています。 

私たちの調達方針は、シンプルな原則から始まります。可能な限り、すでに地域で育ち、取り組
みやすい方法で生産できる原材料を使うということです。 

そうすることで、実践的で、誰もが参加できる、地域の実情に根ざした機会を生み出すことを目指
しています。 

現在、Roselle Stones Khmerは、ハーブ、果物、スパイス、農産物の副産物など、カンボジアの
多様な原材料を取り扱っています。それぞれの原材料には独自の物語がありますが、ここでは、
私たちの活動の価値観をよく表すいくつかの例をご紹介します。 

ローゼル（ハイビスカス） 

 

パートナー生産者の農地で、近隣の村人たちも収穫作業に加わる様子。  

ローゼルは、創業当初から私たちの歩みの一部でした。 

ローゼルが私たちの目を引いたのは、ある地方を訪れた際、その鮮やかな赤い実（ガク）がちょう
ど熟す短い時期のことでした。一年のほとんどの時期、この植物は目立たない低木にしか見え
ず、見過ごされがちです。カンボジアでは自然に育つ植物でありながら、一部の地域で酸味のあ
るスープに葉を使う以外には、地元の料理で広く使われてきたわけではありません。 

食材としての価値を超えて、ローゼルは私たちの歩みの出発点を象徴しています。地域社会に
すでに親しまれている原材料が、より広く受け入れられる製品に生まれ変わる可能性を、私たち
に示してくれました。それは、カンボジアの農業に根ざしながら、新しい機会を生み出すことでし
た。 

社名であるRoselle Stones Khmerには、この原材料が私たちの物語の中で持つ重要性が反映
されています。 
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バタフライピー（E 豆） 

 
提携校の生徒たちが、学校ハーブ園でバタフライピーの花を収穫している様子。 

バタフライピーは、カンボジアで最も視覚的に印象的な花のひとつです。 

その鮮やかな青い色が、カンボジアの植物の美しさと創造性を表現するギフトコレクション、Blue 
Butterflyの誕生につながりました。 

学校ハーブ園プログラムにおいて、バタフライピーは薬用植物としてではなく、育てやすく親しみ
やすい植物として愛されています。十分な水があれば、さまざまな環境でよく育ち、すぐに鮮やか
な青い花で覆われた緑のカーテンを形成します。 

その存在は、生徒たちが植物の成長を観察し、生きた植物を育て、身近な自然環境の美しさへ
の理解を深められる、魅力的な菜園づくりに役立っています。 

私たちにとって、バタフライピーは、親しみやすさ、創造性、そして植物が日常にもたらすささやか
な喜びを象徴する存在です。 
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レモングラス 

 
収穫したばかりのレモングラスを、乾燥前に選別する様子。 

レモングラスは、私たちのサプライチェーンの中でも特に多用途な原材料のひとつです。 

カンボジア料理に欠かせないハーブであり、スープ、カレー、炒め物など、さまざまな伝統料理に
広く使われています。日々の料理に欠かせない存在であるため、レモングラスはカンボジアのほ
とんどの家庭で栽培されており、国内で最も親しまれ、手に入りやすい植物のひとつです。 

農家によって栽培され、学校菜園で育てられ、地域の生産者によって加工されています。料理に
使われる茎の部分だけでなく、葉にも独自の物語があります。それは第4章でご紹介します。 
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クメールミント（チー・アン・カーム） 

 
天日干しの前に、クメールミントを選別する様子。 

地元で「チー・アン・カーム」と呼ばれるクメールミントは、カンボジアの日常的な料理によく使われ
るハーブのひとつです。 

生のミントはその香りと風味が高く評価されていますが、市場での鮮度が保たれる期間はとても
短く、収穫後に商品としての価値を保てるのはわずか数日です。 

しかし、葉を天日で乾燥させることで、原材料としての有用性を保ちながら、はるかに長く保存す
ることができます。 

クメールミントは、地域の生産者から購入する中でも比較的高価値なハーブのひとつであり、身
近で広く栽培されている植物から収入を増やす機会となっています。 

私たちにとって、クメールミントは、シンプルな加工方法が農産物の価値をどのように広げ、身近
な資源から新たな可能性を生み出せるかを示す好例です。 
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カカオハスク 

 
カカオハスク　チョコレート製造の過程で生じる外皮。 

価値ある原材料は、すべてが農作物として始まるわけではありません。カカオハスクはその一例
です。副産物を主要な原材料へと変える取り組みについては、第4章で詳しくご紹介します。 

原Á ‹ をª えて 

学校の菜園で育てられたものであれ、家族の農場で収穫されたものであれ、既存の生産工程か
ら再生されたものであれ、すべての原材料は同じ信念を反映しています。 

意味のある機会は、すでにある資源から生まれ得るということです。 

私たちの役割は、そうした機会を見出し、その周りに関係を築き、その価値をより広く共有できる
製品をつくることです。 

2015年以降、この取り組みは着実に育ってきました。現在、私たちは3つの州にわたる10件の農
家・生産者グループから原材料を調達し、年間約230kgの原材料を購入しています。 
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第4章：サーキュラーエコノミー（¶ · 経
 ）を� è する 

Roselle Stones Khmer社にとって、持続可能性は別個の活動でも後付けの取り組みでもありま
せん。それは、サーキュラーエコノミー（循環経済）の原則を通じて、私たちの事業の根幹に組み
込まれています。 

「採って、作って、捨てる」という直線的なモデルに従う代わりに、私たちは根本的に異なる問いを
立てます。「他の人が見過ごしている資源には、すでにどんな価値があるのか」という問いです。 

カンボジア各地では、価値ある農産資源が廃棄されたり、価値の低い廃棄物として扱われたり、
十分に活用されないままになっていることが少なくありません。副産物を高付加価値のプレミアム
飲料へと変えるアップサイクルの考え方を取り入れることで、私たちは環境への負荷を減らし、資
源効率を高め、地域コミュニティのための新たな経済的な流れを生み出しています。 

副û b から{ Ù をø み出す 

私たちの原材料の一部は、既存の食品生産工程から生まれています。 

カカオハスク 

チョコレートの製造過程では、カカオ豆が外皮から分離されます。この外皮は、独特の香りと風味
を保っているにもかかわらず、多くの場合は廃棄されています。 

地元のチョコレート生産者からカカオハスクを購入することで、食品廃棄物を減らしながら、本来
あまり経済的価値を持たないとされる材料から新たな収入源を生み出しています。 

カスカラ 

カスカラは、コーヒー豆を包む果皮を乾燥させたものです。 

カカオハスクと同様に、他の産業の副産物として扱われることが多い素材です。 

カスカラを製品に取り入れることで、コーヒー生産におけるより循環的なアプローチを支えなが
ら、地域の生産者にとっての新たな市場機会を生み出しています。 

十分に• � されていないZ [ を• かす 

見過ごされがちな原材料のすべてが、副産物というわけではありません。 

中には、これまで十分な注目を集めてこなかった植物の一部もあります。 

レモングラスのR  

カンボジアの多くの家庭では、レモングラスの下部の茎は料理に使われますが、葉の部分はほと
んど使われずに残されています。 

この葉を購入し、加工することで、すでに広く存在している資源から新たな価値を生み出していま
す。 

パパイヤのR  

パパイヤの実は一般的に食用とされていますが、葉は多くの場合廃棄されています。 

丁寧な加工を施すことで、これらの葉は農業廃棄物ではなく、有用な原材料へと変わります。 

規] · のã û b のためのŒ+ をつくる 
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農産物は、見た目が完璧でなくても価値を持つことができます。 

t · の胡ý  

一部の胡椒の実は、スパイス取引における商業的な規格に合わない小粒です。 

輸出市場には適さない場合がありますが、カンボジア産胡椒ならではの風味はしっかりと保たれ
ています。 

こうした胡椒を購入することで、収穫物のより多くの部分が生産者にとっての価値を生むようにし
ています。 

マンゴーの規] · + ・t ø  

私たちはまた、他の製品に必要な規格を満たさないマンゴーの切れ端や小さな果実も仕入れて
います。 

これらの原材料により、既存の収穫物をより無駄なく活用することができます。 

¢ をつなぐ：ø û y 程におけるアップサイクル 

 
廃棄されるはずだった副産物から、完成したボトルへ。レモングラス、ローゼルなどのアップサイクルされた　植物素材と、

Craft Cam Colaが並ぶ。 

循環的なアプローチへのこだわりは、私たち自身の生産現場にも直接息づいています。 

ハーブティーをブレンドする過程では、細かいハーブの粉が自然に生じます。これらは茶葉として
の包装には適さなくなりますが、その鮮やかな香りと風味はそのまま保たれています。 

この栄養豊かな副産物を廃棄するのではなく、私たちはそれにCraft Cam Colaの主要な原材料
としての「第二の人生」を与えています。ジンジャー、レモングラス、ローゼル、オレンジピールと
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いった植物素材は丁寧に回収され、コーラのレシピにアップサイクルされ、収穫物の価値を最大
限に活かしながら、生産工程における原材料の廃棄をほぼゼロに近づけています。 

資源効率を高めるための実践的な解決策として始まったこの取り組みは、まったく新しい製品ラ
インを生み出し、ゼロウェイストの理念を大切にしながら新しい消費者層にも届くきっかけとなりま
した。 

「� ¼ b 」という考え£ を見I す 

私たちにとって、持続可能性とは環境への影響を減らすことだけではありません。 

すでにそこにある価値を見出すことでもあります。 

カカオハスクであれ、パパイヤの葉であれ、放っておけば使われないままのハーブの一握りであ
れ、どの原材料も、廃棄物とは多くの場合「視点の問題」であることを教えてくれます。 

時には、身近な素材を違う角度から見るだけで、それは変わるのです。 

2025Ï の¶ · インパクト 

2025年単年でも、私たちの循環型調達モデルは、放置されれば廃棄されていたであろう農産物
の副産物や規格外品を、推定170kg活用しました。このアップサイクルの取り組みは、地域の生
産者や農業パートナーにとって、約6,500米ドルの追加的かつ重要な収入を直接生み出しまし
た。 
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第5章：ハーブを/ じて– ÷ とつながる 

Roselle Stones Khmer社にとって、ハーブは単なる原材料ではありません。 

それは、人と人をつなぐ手段です。 

これまでの活動の中で、私たちは農家、学校、女性グループ、伝統知識の保持者、そして地域コ
ミュニティを、植物とその可能性への共通の関心を通じてつないできました。 

こうした関係の多くは栽培から始まりますが、そのインパクトは生産の範囲をはるかに超えて広
がっています。 

ü 性ã 業グループ 

 
ドンソック村の女性農業グループのメンバーが、子どもたちのそばで新鮮なハーブを準備する様子。 

Roselle Stones Khmer社にとって最も重要な生産パートナーシップのひとつは、ある小さな依頼
から始まりました。 

地域で活動するNGOの紹介を通じて、私たちはシェムリアップ州ドンソック村の女性農業グルー
プと出会いました。このコミュニティは長年にわたり、有機農法の技術を培い、身近にある材料か
ら堆肥をつくり、家庭の庭でさまざまな植物を育ててきました。 

初めて村を訪れたとき、私たちはそこに関わる女性たちの熱意と意欲に強く心を動かされまし
た。 

協働の可能性を探るため、私たちはレモングラスの乾燥に関するワークショップを開き、少量の
試験的な発注を行いました。 

結果は、私たちの期待を大きく上回りました。 
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女性たちはすぐに乾燥工程を習得し、私たちの製品に使える高品質な乾燥レモングラスを作り上
げました。 

このコミュニティはすでに多様な植物を栽培していたため、パートナーシップは次第にレモングラ
ス以外にも広がっていきました。 

やがて、私たちはジンジャー、ミント、モリンガなど、他の原材料もこのグループから仕入れるよう
になりました。 

年を追うごとに、取引量と原材料の種類はともに増えていきました。 

 
ドンソック村のパートナーシップから生まれた、誇らしいグローブアマランスの収穫。 

今では、この女性農業グループは、Roselle Stones Khmer社にとって最も信頼できる生産パート
ナーのひとつとなっています。 

彼女たちの成功は、大切な教訓を示しています。持続可能な機会は、必ずしも新しい資源を必要
としません。すでにある知識や技術、関係性が、信頼できる市場とつながったときに生まれること
もあるのです。 

そのインパクトは、生産の範囲を超えて広がりました。 

2020年、ハーブの販売による収入が、地域の溜池への手押しポンプの設置につながり、地元住
民の水へのアクセスが改善されました。 

設備そのものよりも大切だったのは、それに伴って生まれた「自分たちのものだ」という意識でし
た。 

地域コミュニティの人々は、自らの努力によって生み出した資源を、どのように使うかを共に決め
ることができたのです。 
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パートナーシップが始まってから、このグループからの年間購入量は、その後5年間で67kgから
150kgへと増加しました。 

B � ある調] へのコミットメント 

「私たちの購入価格は、すでに市場価値が確立している製品については、公正な市場価格に
合わせています。市場での評価基準がまだ存在しない、独自性の高い植物や十分に活用さ
れていない植物については、生産者の方々との直接の対話と相互の合意によって、価格を
共に決定しています。」 

こうした商取引における透明性を確保することで、私たちは農家を市場の変動から守り、相互の
敬意に基づいた、長期的で強靭な生計の基盤を築いています。 

スポットライト：# からのž  

メアスさん（77q ） 

 
メアスさん（77歳）、自身の菜園で。 

「ハーブの加工や乾燥の仕事は、私にとって本当にありがたいものです。この年齢では大変
な力仕事は難しいですが、この仕事はそうではありませんから。乾燥ハーブの取引で得られ
る収入のおかげで、今は自分の薬を買うことができ、また家族のため池に入れる幼魚も買え
るようになりました。自分の健康と、家族の食料の両方を守ることができています。」 
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ボパさん 

 
ボパさんが、20年来の愛用の自転車の横に誇らしげに立つ。二十年の労苦と、新たな始まりの象徴。 

「乾燥ターメリックをDemeter Herbal Teaに販売したとき、一日だけで200米ドル近くの現金収
入を得ることができました！そのお金で、20年以上乗ってきた古い自転車を、ついに買い替
えることができたんです。どれほど嬉しかったか、言葉では言い表せません！」 
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î K ハーブ} プログラム 

 
学校ハーブ園プログラムの一環として、植えたばかりの苗木に水をやる生徒たち。 

学校ハーブ園プログラムは、植物を通じた学びの機会をつくるために始まりました。 

2025年現在、このプログラムは3つの州にわたる11校で実施され、約3,000人の生徒に届いてい
ます。2015年の開始当初は1校でしたが、それ以来、学校コミュニティからの着実な需要を受け
て11校まで拡大しました。 

このプログラムは、3つの目標に導かれています。 

1.​ 学校環境を改善し、緑化すること。 

2.​ カンボジアの伝統的な知識や有用な植物について学ぶ機会をつくること。 

3.​ 適切な場合には、学校が補助的収入を得られる機会を提供すること。 

重要なのは、収入を生み出すことが第一の目的ではないということです。 

学校は生徒を教育するための場所であり、私たちは教育的な価値が常に最優先されるべきだと
考えています。 

そのため、このプログラムは、生産量の最大化よりも、好奇心、責任感、そして実践的な知識を
育むことに重点を置いています。 

生徒たちは、植物がどのように育つか、有用な植物をどのように栽培できるか、そして自然の資
源がどのように日常生活とつながっているかを学びます。 

菜園そのものも、より緑豊かで魅力的な学校環境づくりに役立っています。 
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g � の· へ：全m û なá ˆ と– ÷ の緑化 

 
提携校が、教育・青年・スポーツ省より「Best School of the Year（今年度最優秀校）」として正式に表彰される様子。 

学校ハーブ園プログラムの影響は、環境教育の範囲を大きく超えて広がり、学校環境そのものを
目に見える形で変え、生徒たちの家庭にまで及んでいます。ハーブの丁寧な栽培を通じて、学校
の敷地は美しく緑化され、生まれ変わりました。特筆すべき成果として、提携校の一校が、その
豊かで地域参加型の緑化への取り組みを評価され、教育・青年・スポーツ省より「Best School of 
the Year（今年度最優秀校）」として正式に表彰されました。 
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表彰された学校の生徒たちと校長。自らの園芸活動が生み出した緑豊かな校庭で。 

さらに、この緑化の広がりは家庭にも及んでいます。学校での体験に触発された子どもたちは、
植物への深い興味を持つようになりました。多くの生徒が、色鮮やかな花を咲かせるハーブの種
を持ち帰り、自宅の庭に植えています。教室での活動として始まったものが、今では地域家庭の
緑化にも積極的に貢献し、地域の生物多様性への共通の誇りを育んでいます。 

ø きたø b を/ じてî ぶ 

このプログラムの中でも特に人気のある活動のひとつが、カンボジア伝統薬草医療士であるヴァ
ニー氏が主導するワークショップです。 

教師や生徒、地域コミュニティのメンバーとともに、彼は村や学校の敷地を歩きながら、見過ごさ
れがちな薬用植物を一つひとつ見つけていきます。 

ありふれているように見える植物が、思いがけない物語や用途を語り始めます。 

道端の木が、伝統的な薬として姿を変えます。 

ありふれた一枚の葉が、カンボジアの文化的な遺産の一部になります。 

多くの参加者が、こうしたワークショップを「自分の身の回りの景色の見方が変わる」体験だと
語っています。 

その知識は、すでにそこにありました。 

ワークショップは、それを再発見する機会をつくっているだけなのです。 
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– ÷ コミュニティが互いをGえる 

こうした関係がどのように育っていくかを示す一例が、オーサマキ小学校から生まれました。 

多くの学校と同様に、教師たちは通常の教育業務と並行してハーブを正しく乾燥させることに難
しさを感じていました。 

この課題に気づいた近隣の女性農業グループのメンバーが、学校からハーブを購入し、自ら乾
燥工程を担うことを申し出ました。 

彼女自身の庭にもすでにハーブがあったにもかかわらず、彼女はこのプログラムが地域にとって
価値あるものだと考え、学校を支えることを選んだのです。 

この取り組みは、教師の負担を軽減すると同時に、学校と地域の生産者との新たなつながりを生
み出しました。 

私たちにとって、これは人々が共通の目的を通じてつながるとき、地域コミュニティの関係が思い
がけない形で発展していく様子を表す好例です。 

育っていく, Œ 

ハーブの価値は、収穫した重さや販売した製品の数だけでは測れません。 

時には、その最大の価値は、生み出されるつながりそのものにあります。 

学校、地域コミュニティ、生産者、そして地域の知識の保持者を通じて、ハーブは、本来であれば
出会うことのなかった人々を結ぶ架け橋となっています。 

こうした関係は、季節を重ねるごとに、これからも育っていきます。 
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第6章：� 統û なÖ識からî ぶ 

ハーブが私たちの製品の原材料になるよりずっと前から、それはカンボジアの人々の日常生活
の一部でした。 

世代を重ねるごとに、有用な植物に関する知識は、家族や地域コミュニティ、そして伝統的な実
践者を通じて、次の世代へと受け継がれてきました。 

こうした知識の一部は今も広く知られていますが、生活様式の変化とともに、若い世代が伝統的
な実践から離れていく中で、忘れられてしまう危険にあるものもあります。 

Roselle Stones Khmer社は、伝統的な知識が今も意味を持つのは、その歴史的な重要性だけ
でなく、人と自然との関係を理解するための、もうひとつの視点を与えてくれるからだと考えてい
ます。 

そのため、学校ハーブ園プログラムには、生徒、教師、地域コミュニティのメンバーが、カンボジア
伝統薬草医療師から学ぶ機会が含まれています。 

 
学校の中庭で、ヴァニーさんが生徒や地域コミュニティのメンバーとともに植物の見分け方を伝えるワークショップ。 

カンボジア伝統薬草医療師であるヴァニー氏と協力し、私たちは参加校や地域コミュニティで折
に触れてワークショップを開催しています。 

ヴァニー氏には、その時間と専門知識に対して適切な対価をお支払いしています。これは、伝統
知識の保持者を単なる情報提供者としてではなく、パートナーとして尊重し、その価値を大切に
するという私たちの姿勢を反映したものです。 

参加者は皆で、身の回りに育つ植物を探りながら、その伝統的な使い方について学びます。 
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こうしたワークショップが心に残るのは、植物がどこか別の場所から持ち込まれたものではない
からです。 

それらは、すでにそこにあるのです。 

教室のすぐそばに立つ一本の木。 

村の小道のそばに育つ一本の植物。 

人々が毎日、気づかずに通り過ぎている葉。 

参加者は、身近な植物が、これまで知らなかった物語や意味、実用的な使い方を持っていること
に気づきます。 

その知識は、いつもそこに存在していました。 

ワークショップは、それを再び見出す機会をつくっているだけなのです。 

Roselle Stones Khmer社にとって、これらの取り組みは、伝統をそのままの形で保存することを
目的としたものではありません。 

それは、過去と現在をつなぎ、人々が自らの地域コミュニティの中にすでに存在する価値に気づ
けるよう、手助けすることなのです。 
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第7章：ともに育つ 

 
Roselle Stones Khmerのスタッフが、手作業でギフトボックスを準備する様子。 

Roselle Stones Khmer社は、今も小さな会社です。 

2025年現在、私たちのチームは3名のスタッフで構成され、全員が女性です。 

そのうち2名は5年以上、もう1名は10年近くにわたって、この会社で働いてきました。スタッフ全員
は、カンボジアの労働法に基づく社会保険と法定の産休の資格を受けており、品質管理、生産管
理、事務業務についての実務研修も受けています。 

多くの小さな会社と同様、私たちの成功は仕組みや手順だけによるものではなく、日々の業務を
支える一人ひとりの努力、成長、そして信頼によって築かれています。 

経» を/ じた成�  

最も長く勤めているメンバーの一人は、仕事の経験がない大学生としてアルバイトから始まりまし
た。 

年月を経て、彼女はハーブの検品、品質管理、ブレンド作業、生産管理に必要なスキルを徐々に
身につけていきました。 

今では、お客様が信頼してくださる品質基準を維持するうえで、中心的な役割を担う正社員で
す。 

彼女の歩みは、可能性が必ずしも最初から見える形であるわけではないことを、私たちに教えて
くれます。 

成長は、時に静かに、地道な積み重ねと、忍耐と、学び続ける意志を通じて起こるものです。 
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続いていく, Œ 

もう一人のメンバーは、数年間にわたり給与計算や社会保険の手続きを担当しながら、この会社
で働いてきました。 

第一子の出産を経て、彼女はフルタイムの勤務から離れることになりました。 

しかし今も、リモートで一部の事務業務を支えてくれています。 

私たちにとって、この継続的な関係は、大切なことを物語っています。 

雇用とは、単なる取り引きではありません。 

それは、互いの信頼と敬意に基づいた関係でもあるのです。 

人々の生活が変化する中で、その関係の形もまた、変わっていくことがあります。 

¥ Ï に� づく職+ づくり 

私たちは、カンボジアの規定に基づき、社会保険と産休を提供しています。 

それでも、私たちは、よい職場とは制度だけで成り立つものではないと考えています。 

それは、信頼、柔軟さ、そして長期的な関係を通じて築かれるものです。 

私たちは小さな会社であり、大規模な研修制度や人事部門を持っていません。 

私たちが提供できるのは、それとは違う何かです。 

それは、時間をかけてともに成長していく機会です。 

可能性を見出す 

人に対する私たちの向き合い方は、原材料や地域コミュニティ、伝統的な知識への向き合い方と
同じです。 

私たちは、価値とは、認識される前からすでに存在しているものだと信じています。 

機会と支援、そして成長のための時間が与えられれば、人は最初に見えていたよりも、はるかに
多くのことを成し遂げられます。 

この信念は、私たちの働き方、協力の仕方、そして会社としての成長の仕方を、これからも形づ
くっていきます。 
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第8章：これからを見< えて 

Roselle Stones Khmer社が未来を見据えるとき、その方向性は、創業時から私たちを導いてき
たのと同じ原則に根ざしています。 

私たちは、持続可能性が複雑さだけによって実現するとは考えていません。 

多くの場合、最も意味のある解決策は、地域コミュニティの中にすでに存在する資源、知識、そし
て関係性から始まります。 

これからの数年間、私たちは、活動を支えてくれているパートナーシップをさらに強めていきたい
と考えています。 

それには、農家や生産者グループへの支援、学校ハーブ園プログラムを通じた学びの機会の拡
大、そしてカンボジアの多様な植物資源をより活かした新しい製品の開発が含まれます。 

農家、学校、お客様との継続的な対話に基づき、私たちは今後数年間における3つの優先課題
を特定しました。（1）生産者グループにとって公正で安定した収入機会を広げること、（2）学校
ハーブ園プログラムの教育的インパクトを深めること、（3）サプライチェーン全体のトレーサビリ
ティとデータ収集を強化することです。 

また、伝統的な知識から学び続けながら、カンボジアの原材料と文化をより多くの方々と共有す
る新しい方法を探っていきたいと考えています。 

¬ わりゆくカンボジア 

Roselle Stones Khmer社が設立された2015年当時、カンボジアの消費者を取り巻く状況は、今
とは大きく異なっていました。 

当時、地元産でありながらプレミアム製品として位置づけられるブランドは、比較的少数でした。
高品質な商品の多くは海外から来るものと見なされる一方で、カンボジア産の製品は、伝統的な
市場やお土産品のイメージと結びつけられがちでした。 

イベントなどの場では、来場者の方々が、私たちのハーブティーは日本から輸入されたものだと
思い込むことがよくありました。 

カンボジア産の原材料を使い、カンボジア国内で生産されていると説明すると、多くの方が驚か
れました。 

私たちの心に何よりも残っているのは、彼らの驚きそのものではありません。 

その後に続く、誇らしさの表情でした。 
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プノンペンの地域イベントで、Demeter Herbal Teaを試飲する来場者の方々。 

カンボジアで育った原材料が、優れた品質の製品になり得るということに、人々は驚きとともに喜
びを感じていました。 

振り返ってみると、私たちはその誇りが新しく生まれたものだとは思っていません。 

それは、もともとそこにあったものです。 

変わったのは、カンボジアの原材料を、新しい形で見る機会があったかどうかという点でした。 

この10年で、カンボジアは大きく変わりました。 

今日では、多くの分野で高品質な製品を生み出すカンボジアのブランドが増えており、消費者の
方々も、地元の企業や地元産の製品を支えることに、ますます関心を持つようになっています。 

健康やウェルネスへの意識の高まりとともに、カンボジアの原材料や職人技、そして文化への評
価も、私たちは高まりつつあると感じています。 

私たちは、このより大きな潮流の一部であることを誇りに思っています。 

これからも、より多くのカンボジアの消費者の方々に届き、カンボジアにすでに存在する価値、創
造性、そして可能性への理解を広げる一助になることを、私たちは願っています。 
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このj みを続けていく 

地域コミュニティ、企業、そして環境が向き合う課題は、これからも変化し続けるでしょう。 

しかし、私たちの向き合い方は変わりません。 

私たちは、他の人が見過ごしている価値を探し続けます。 

私たちは、信頼と相互の敬意に基づいた関係を築き続けます。 

私たちは、地域の原材料、伝統的な知識、そして私たちの活動を支えてくれる人々を大切にする
製品をつくり続けます。 

そして、私たちはこれからも、すでにあるものとともに育ち続けます。 

この歩みの一部となってくださったすべての方々に、感謝申し上げます。 
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私たちは、持続可能性とは、すでにそこにある価値を見出し、敬うことから始まると信
じています。 

Roselle Stones Khmer 
サステナビリティ＆インパクトレポート 

2015–2025 

£ Q論について 

本レポートは、GRIスタンダードを参考に作成しています。特に、小規模な社会的企業にとって関
連性の高い開示項目——組織の概要、雇用、地域コミュニティ、サプライヤーの環境・社会面で
の評価、そして腐敗防止——に重点を置いています。 

本レポートに記載されているデータは、2015年から2025年までの期間を対象とし、特に注記がな
い限り、調達記録、スタッフの記録、学校ハーブ園プログラムの参加データなど、社内の記録に
基づいています。 

本レポートについては、第三者による保証（外部監査）は実施していません。報告の実践を今後
さらに充実させていく中で、将来の改訂版では、社会的・環境的な主要データについて第三者に
よる検証を取り入れることを検討しています。 
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